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管理人として登録し、投稿ができる体制である。広報
の業務は、広報担当者だけが行うものではなく、職員
全員が広報マンになるべきであるためだ。業務上、何
か伝えたいことが発生したとき、いつでも誰でも投稿
ができれば、Facebook、そして図書館全体にさらに
活気が生まれ、利用者へもその雰囲気が伝わるだろう。
　また、Facebook は一方的に伝える広報ツールでは
なく、コミュニケーションツールであるので、ユー
ザーは投稿された記事に、共感、質問、意見等を自由
にコメントできる。それに対し、運営者側がどのよう
にリアクションするのか、ページ内に運用方針を記載
し、ユーザー側も理解してもらう必要がある。本学で
は「いただいたコメントはすべて読ませていただいて
おりますが、すべてのコメントに対して個別の回答を
させていただくわけではございません」とし、各投稿
者が対応を行っている。ただ、本学図書館のページに
は、実際にはコメントを寄せられることが少ないのが
現状で、もっとユーザーがコメントしやすい雰囲気作
りが今後の課題である。
　SNS を利用するユーザーには Facebook は使わず、
Twitter派やLINE派が存在する。より多くのターゲッ
トへ情報を届けるためには、広報ツールを併用する手
段が効果的である。本学でも Twitter の導入を検討し
たが、管理が手薄になることが予想されたため、見送
られた。今後世の中の情勢を見つつ、新たな SNS 導
入を視野に入れたい。
消費者をターゲットにした世の中のあらゆる商品は、
それを生み出すのと同じぐらい広報戦略に時間をかけ
ている。図書館でも一つ一つのサービスについて、ど
のような広報手段が最適かを慎重に検討し、既存の媒
体に加えて、時代に合わせた広報媒体も利用すれば、
図書館のサービスを知らなかったと言う利用者を確実
に減らすことができるだろう。

（ 1 ） 平成 25 年 4 月 1 日より、広報ワーキンググループとホーム
ページ委員会が廃止となり、広報委員会が発足。

（ 2 ） まだ図書館のページに「いいね！」をしていない個人ユー
ザーの画面に、強制的に投稿記事の掲載や、画面端の広告
欄にプロフィール画像と紹介文を掲載することができる。
どのようなユーザーに掲載するかは、細かくターゲット設
定をすることができるため、図書館に関わりのあるユーザー
へ確実に伝え、ファンの獲得や閲覧者数が増えることが期
待できる。

［受理：2014-05-19］

Ito Kimihiro. 
PR Strategies for University Libraries Using 
Facebook.
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はじめに
　2020 年オリンピック・パラリンピック競技大会（以
下「五輪」とする。）の開催地は、2013 年の立候補プ
レゼンテーションにおいて、“Discover Tomorrow（未
来をつかもう）”というスローガンを掲げた東京に決
まった。東京の立候補ファイルには、競技大会の開催
とともに「文化プログラム」を行うことが明記されて
いる（1）。
　この文化プログラムは、2012 年ロンドン五輪にお
ける同プログラムの成功事例を意識したものである。
同プログラムの事例に学ぶべく、2014 年 2 月 13 日、
観光庁文化庁及びブリティッシュ・カウンシルの共催
で、文化プログラムの実施において中心的な役割を果
たした実務者を招聘して、文化政策・観光関係者及び
行政関係者向けに、ロンドン五輪の文化プログラムに
関する情報提供が行われた。
　英国では、ロンドン五輪に先立つ 2007 年、博物館・
図書館・文書館国家協議会（当時。以下「MLA」（2）

とする。）及び 9 つの地方機関から成る会議体「MLA
パートナーシップ」が、“Setting the Pace（模範を示
せ）”（3）を作成した（E824 参照）。これは、博物館・
図書館・文書館が、文化オリンピアードにどのように
貢献するかについてのビジョンを示したものであり、
五大プロジェクトの実施を掲げたものである。それに
よると、博物館が「国際展覧会プログラム」を、文書
館が「人々の記録」及び「競技大会の記録」を、図書
館が「文学及びストーリーテリング」並びに「情報ハ
ブ」を、それぞれ担当することとされた。
　ロンドン五輪の文化プログラム全体については、文
化オリンピアード委員会が委嘱したリバプール大学文
化首都研究所（4）を始め、イングランド芸術評議会（5）、
民間識者（6）が総括を行い、その成果物を公表している。
しかし、同プログラムのうち、博物館・図書館・文書
館業界（以下「MLA 業界」とする。）の活動につい
ては、MLA が 2012 年 3 月に解散したためか、まと
まった総括がなされていない（7）。
　そこで、以下、東京五輪の文化プログラムに資する
よう、ロンドン五輪において MLA 業界に期待された
五大プロジェクトの企画内容に焦点を当てて、その概
要を紹介する。

＊利用者サービス部複写課
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1．国際展覧会
　「国際展覧会」とは、英国の博物館等のコレクショ
ンを国際社会や地域社会からの多様な観点から再考
し、再解釈するために、「ストーリーズ・オブ・ザ・
ワールド」と名付けた国際展覧会を開く企画である。
この企画は、長期の教育プログラムを含むもので、国
立博物館、地方博物館、私立博物館等が参加する。ま
た、同企画は、ロンドン五輪組織委員会（LOCOG）
の主なプロジェクトの一つでもあり、MLA は、博物
館等に諮問したうえで企画案を作るよう要請を受け、
プログラムディレクターの費用を受け持つとともに、
LOCOG 及び他の主要機関が同意した査定基準に従っ
て、効果的なプロジェクト管理を行い、共催者の選択
に責任を持つこととされた（8）。
　同企画の目的は、（1）若者（9）、多様な地域社会及び
障害者（10）に対する博物館の関与を発展させ維持する
こと、（2）博物館・美術館の国際的な連携を新たに開
拓し、かつ、既存の関係を発展させること、（3）英国
のコレクションについての多様な解釈を永続的に記録
すること（11）、（4）コレクションに係る業務従事者の職
業技術を高め、地域社会の関与及び来館者数を増やし、
これらの連携関係を強化すること、（5）MLA 業界内
でのボランティア受入の機会を創出し、発展させるこ
と、とされた。
　
2．人々の記録
　「人々の記録」は、五輪開催により変化することが
見込まれるロンドン及び英国の人々の人生のストー
リーを記録しておくという企画である。同企画は、地
域社会に、自らの五輪の経験を記録し、文化遺産とし
て記録する権限を与えることにより、地域社会の多様
性及びその具体的なイメージを明らかにすることを目
的としている。
　同企画は、MLA パートナーシップ、英国映画協議
会、ボランタリーセクター等の連携によって実行され
る。データは、高い倫理基準に則り収集され、オンラ
インプラットホーム及びその他のデジタルメディア上
で公開され、蓄積される（12）。
　同企画の目標は、（1）多様な地域社会及び諸団体の
記録のデジタルアーカイブに、将来の世代及び五輪開
催国がアクセスできるようにすること、（2）英国におけ
る未知の歴史を明らかにし、共有し、評価すること（13）、

（3）若者及び多様な地域社会（14）の「現在」を記録する
ことについての理解を深めること、（4）参加者の記録
に係る諸技術の向上（15）、（5）文書館、地域社会グルー
プ及び民間非営利部門間に強力な連携関係を築くこ
と、とされている。

3．競技大会記録
　競技大会記録の管理については、LOCOG 及び五輪
実行委員会（ODA）が強固なシステムを構築したが（16）、
このうち MLA 業界の所管は、国立公文書館（17）、ロ
ンドン市公文書館（18）が、LOCOG 及び ODA 等ととも
に、（1）記録作成団体によるアーカイビング及び記録
管理のベストプラクティスの実施を支援すること、（2）
大会記録がそれぞれどこで作成され保管されるのかを
示す地図を作成すること、（3）未来の五輪開催国のた
めに競技大会のアーカイビングに係る新基準を設定す
ること、（4）連携相手と協同し、競技大会に関心のあ
る研究者、都市計画者、政策決定者、教育等専門家及
び地域社会が、記録・作成された情報の遺産を存分に
利活用できるように図ることとされた。
　MLA 業界はまた、将来への遺産として、（1）記録
に係るオンライン索引を作成し、（2）「人々の記録」と
関連付けられた競技大会記録が最大限に活用されるよ
うに明確な戦略を策定し、（3）国際五輪委員会（IOC）
に評価報告を提出し、その情報が将来の開催国に伝達
されるよう図ること、とされた。

4．文学及びストーリーテリング
　「文学及びストーリーテリング」の企画においては、

（1）参加型の読者育成プログラム、各種イベント及び
文芸創作をとおして、若者と文学をつなげること（19）、

（2）五輪までの期間中、文学、文芸創作、ストーリー
テリング及び演技詩（performance poetry）（20）に対す
る世間の関心を高め、かつ、それらの価値を向上させ
ること、（3）各種プログラム及びイベントを通じて、
参加者の文学及びストーリーテリングに係る技術を向
上させ、新しい作品の創作を促し、図書館等のサービ
スを向上させることが目的とされた（21）。
　同企画の目標は、（1）若者を読者、作家、パフォー
マーに育てること、（2）学校等での基礎的な学習や社
会的な反応に縛られることなく若者が文芸作品を作る
よう促すこと、（3）若者と英国及び海外の作家を結び
つけること（22）、（4）翻訳を含む、より多様な図書及び
印刷物を図書館で入手可能にすること、とされた。

5．情報ハブ
　五輪において、公式会場に入ることができるのは、
通常、承認を受けた報道関係者のみであるが、実際に
は、北京五輪まで、五輪開催国では、承認を受けてい
ない報道関係者であっても、五輪の文化プログラムと
して開催される各種イベントを取り上げ、報道するこ
とを支援してきた経緯がある。
　このことをふまえ、MLA は、文化・スポーツ・メ
ディア省、LOCOG、大ロンドン市、Visit London、



カレントアウェアネス　NO.320（2014.6）

12

旅行会社、24 Hour Museum（23）、地方振興庁、文化コ
ンソーシアム、ロンドンにある高等教育機構等と連携
し、文化分野の活動を促進し、より多くの訪問者及び
報道関係者が受け入れられるような受け皿をつくるこ
とを企画した。それが「情報ハブ企画」である。
　同企画のねらいは、ロンドン及び地方に非公認メ
ディアセンターのネットワークを作り、それらを、文
化オリンピアード、並びに、ロンドン及び英国の文化
遺産及び社会に関する情報発信基地とすることであ
る。また、高等教育機関は、訪問者に対して宿泊施設、
図書室、ネットワーク手段を提供する。
　MLA パートナーシップは、博物館、図書館、文書
館と協働して、あらゆる地域社会出身の「市民ジャー
ナリスト」（24）を発掘し、彼らが文化オリンピアード
に関連する地方の視点からストーリーを作ることによ
り、世界の観客に訴えることを支援するものとされた。

おわりに
　以上、ロンドン五輪において MLA 業界に期待され
た役割について紹介してきた。
　2020 年五輪開催地として、東京及び日本がみずか
らの魅力を世界に発信するにあたり、我が国の MLA
業界がどのような「ストーリー」を編み出すことがで
きるか、期待されるところである。
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 http://www.artscouncil.org.uk/what-we-do/our-priorities-
 2011-15/london-2012/, （accessed 2014-05-21）.

（ 6 ） Coveney, Michael et al. Independent Evaluations on 
London 2012 Festival. 2013, p. 34.

 http://www.artscouncil .org.uk/media/uploads/pdf/
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での 1 年間において、博物館・美術館等の来館者数は顕著に
増え、図書館・文書館の来館者数は減った、と記述がある程
度である。
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る英国在住のイスラム系アーティストの再解釈の事例や、
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（19） 例えば、英国プロサッカー業界との連携による全国リテラ
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ラムは、2002 年にサッカー基金の資金により始められ、サッ
カープレミアリーグクラブ、各地方の図書館等と協力して
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サッカー選手についての本を読んだり、クラブのコーチの
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（21） 同企画には、既存の読書及びリテラシー向上キャンペーン
も包摂されている。例えば、年間 65 万人の青少年が参加す
るまでになっている「夏季の読書への挑戦」や、英国全土
であらゆる世代の人々が同じ本を読む集団読書プロジェク
ト「グレート・リーディング・アドベンチャー」等である。

 他方、新企画として、五輪を記念してコンテストが行われ、
選ばれた作家に新作の執筆が依頼された。文芸創作コンテ
ストでは、新進メディアが若者の文芸創作体験を取材した
り、物語詩の全国トーナメントなどのライブの文学イベン
トが行われたり、新文学が翻訳されたりした。

 MLA Partnership. op. cit. p.16.
（22） 「若い文化創造者」プログラムは、子どもたちが美術館、博

物館又は文書館を訪問し、芸術やストーリーに関して行っ
た調査結果を広く共有するものである。図書館や教室での
フォローアップにより、子どもたちに自信をもたせ、創造
的表現力をもって自分の作品を作ることをいっそう促すこ
とが期待された。

 サウスワークの公立学校の生徒は、王立地理学協会におい
て、内なる旅と外なる旅というテーマについて調査した。
生徒たちは、南極点に到達したアムンゼンとスコットに関
連する文書館所蔵資料（食糧リスト、写真、器具、衣類等）
を用いて調査を行った。

 MLA Partnership. op. cit. p.19.
（23） 非営利の文化支援団体で、現在は「Culture 24」という。

「Culture 24」「Show Me」というウェブサイトを運営して
いる。

 Culture 24. 
 http://www.culture24.org.uk/home, （accessed 2014-05-

21）.
（24） 市民ジャーナリストに対して、ODA が、しばしば批判的な

報道をしないように苦情の手紙を出していたことが報じら
れてもいる。

 Wells, Mike. “Olympic Chiefs Flout Legal Principle By 
Threatening Citizen Journalist”. GamesMonitor. 2012-04-
17.

 http://www.gamesmonitor.org.uk/node/1618, （2014-05-
21）.
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